
 

 

 

 

 

 

 

 

オーテピア高知図書館（２階から４階）とオーテピア高知声と点字の図書館（１階）は、資料特別整理期間のため、よさ

こい祭り期間中の 2019年８月９日（金）から 12日（月・振）まで休館します。 

 高知市民図書館分館・分室は、８月９日（金）、10（土）は通常どおり開館します。８月 11日（日・祝）、12日（月・振）は休

館です。 

なお、高知みらい科学館（５階）は通常どおり開館します。（９・10日は 20時まで、11・12日は 18時まで開館） 

オーテピアへの入館は正面入口または南入口からお入りください。(９日のみ北入口も利用できます） 

 

 

 

 

  2019 年５月 18 日（土）、当館職員が「特別研修 障害がある子どもへ読書支援をする大人の役割」（主催：公益財団

法人 伊藤忠記念財団）を受講しました。前号に引き続き、この研修内容についてご報告をいたします。 

 

Ⅲ 国際子ども図書館における特別支援学校の見学対応 （国立国会図書館国際子ども図書館 楢木恵美子講師） 

  この講義では、国際子ども図書館で行っている、特別支援学校の見学受入時の対応について学んだ。 

見学は、事前申込制で実施している。昨年度の特別支援学校の見学対応では、実施日の半年前に申込みがあり、３か月前

には下見や打合せを行った。打合せの際は、学年や人数だけでなく、車いす・ストレッチャーの利用人数、歩行可能人数、トイ

レの利用に際する留意点（多目的トイレの希望、おむつ替えなど）、食事の有無、障害の種類と程度、おはなし会の内容を相

談している。 

特別支援学校の見学のメインは、おはなし会である。理解度に合わせて、レベルの異なる絵本や布遊び、わらべうたを組み

合わせて実施している。学校によっては、事前の打ち合わせの際にわらべうたを先生に教え、おはなし会の前に学校で遊んで

もらい、あらかじめ子どもに慣れさせることもある。また、休憩・食事場所のための控え室を用意したり、おむつ替えスペースを

設営したりなど、配慮が必要な子どもに対する準備も欠かせない。 

 

Ⅳ 音声補助が学びを変える ～読みが苦手な子どもの意欲を引き出す取り組み～（松江市立意東小学校 井上賞子講師）  

この講義では、「読み」が困難な子に対しての「音の支援」について、支援をするうえで必要な考え方や具体的な支援の方法

を学んだ。 

まず、当事者がどのような困難を抱えているかを理解し、その困難の背景を予想することで、どんな支援が必要かということ

が個別に見えてくる。例えば、本を読みたがらなかったり、音読を嫌がったりする子は、実は文字を目でうまく追うことができな

かったり、言葉を塊でとらえることが難しかったりすることがある。この場合、その子に合った適切な支援ができれば、子どもの

自己肯定感をアップさせることや、これからの学習意欲を支えることにつながる。 

 図書室での読書支援に有効なツールとして、リーディングトラッカー、ＤＡＩＳＹ図書が紹介された。支援学級での学習支援に

有効なツールとしては、タブレットやアプリなど、ＩＣＴの活用方法が紹介された。ウェブサイト「魔法のプロジェクト – 障がいを

持つ子どものためのモバイル端末活用事例研究」（https://maho-prj.org/）では、障害をもつこどものための、iPad アプリの活

用事例が紹介されている。 

このような支援は、学ぶための前提として、どんな環境にいても学習に必要なものとして保障されることが重要である。 

 

No.237  2019年７月 27日 

 

 
～ こどもと本のかけ橋となる 大人の方たちへ  ～ 

おしらせ よさこい祭り期間中の休館について 

研修報告 障害がある子どもへ読書支援をする大人の役割（後半） 

 



 

 

『 子どもの本のもつ力 世界と出会える 60冊 』清水真砂子／著 C019.5/ｼﾐ 大月書店 

著者がこどもに手渡したいと思う本 60 冊を、自身の体験や作家の情報なども交えて紹介をしています。挙げられている

のは、こどもの心の機微や葛藤に寄り添い、静謐のもたらす深い時間や、息をのむような情景の美しさを、心から味わう

ことのできる本ばかり。こどもの本はかわいく、明るく、賑やかであればいいという思い込みが広がっていますが、上質な

こどもの本には、生きる喜びと人々への信頼を与える大きな力があることに気付くことができます。 

 

『 かこさとしの世界 』 C726.601/ｶｺ 平凡社 

2018 年５月に惜しまれつつ逝去したかこさとし先生を追悼する「かこさとしの世界」展の公式図録。自分の手で何かを

作ったり、描いたりするのが好きだった少年時代のスケッチや絵日記。創作の礎となったセツルメント活動時代の紙芝居、

これまで発表されることのなかった絵本の原画や下絵など、貴重な作品や資料を紹介しています。創作の軌跡を辿りな

がら、どんな想いでこどもたちと向き合い、絵を描き、絵本を作ってきたのかをひもときます。 
 

 

 

ぴった～あかちゃんのおはなしかい～ 

（毎週土曜日） 

８月３日、17日、24日、31日 

10：00～10：20 

２階こどもコーナー おはなしのへや 

★ ８月の第２土曜日は休館日のため開催しません ★ 

おはなしのじかん 

（毎週土曜日） 

８月３日、17日、24日、31日 

10：30～11：00 

２階こどもコーナー おはなしのへや 

★ ８月の第２土曜日は休館日のため開催しません ★ 

ストーリーテリング勉強会（毎月第２水曜日） 

★ ８月はお休みです ★ 
子どもの本の読書会（毎月第２木曜日） 

★ ８月はお休みです ★ 
ちいさいひとたちのための絵本とおはなしにであう会 

★ ８月はお休みです ★ 

リレーおはなし会 in オーテピア高知図書館 

【主催：リレーおはなし実行委員会】 

（毎月第２、第４日曜日）11：00～11：40 ２階こどもコーナー おはなしのへや 

 ８月 25日 ＮＰＯ法人 高知こどもの図書館（高知市） 

★ ８月の第２日曜日は休館日のため開催しません ★ 

上記の行事は、いずれもオーテピアで行います。【申込み・参加費は不要】 

新 刊 案 内 

▼△▼△▼△▼△▼  ８ 月 の 行 事   ▼△▼△▼△▼

△▼ 

 

伝言板では、こどもと読書に関する催し物などを掲載します。次号のＳａｒｉＳａｒｉ通信伝言板への掲載を 

ご希望される場合は、オーテピア高知図書館児童サービス担当まで前月 15 日までにお知らせください。 

TEL 088-823-4946（代表） 088-802-6023（こどもコーナー）  FAX 088-823-9352 


